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２ 社会科 
（１）観点別学習状況の評価例 

■教科の目標 
※『学習指導要領』

（平成２９年告示）参

照 

  知識及び技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力人間性等 

我が国の国土と歴史、現代の

政治、経済、国際関係等に関

して理解するとともに、調査

や諸資料から様々な情報を効

果的に調べまとめる技能を身

に付けるようにする。 

社会的事象の意味や意義、特

色や相互の関連を多面的・多

角的に考察したり、社会に見

られる課題の解決に向けて選

択・判断したりする力、思考・

判断したことを説明したり、

それらを基に議論したりする

力を養う。 

社会的事象について、よりよ

い社会の実現を視野に課題を

主体的に解決しようとする態

度を養うとともに、多面的・

多角的な考察や深い理解を通

して涵養される我が国の国土

やとして歴史に対する愛情、

国民主権を担う公民として、

自国を愛し、その平和と繁栄

を図ることや、他国や他国の

文化を尊重することの大切さ

についての自覚などを深め

る。 

■教科の「評

価の観点及び

その趣旨」 
※『「指導と評価の 

一体化」のための学

習評価に関する参考

資料』参照 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 
我が国の国土と歴史、現代の

政治、経済、国際関係等に関

して理解しているともに、調

査や諸資料から様々な情報を

効果的に調べまとめている。 

社会的事象の意味や意義、特

色や相互の関連を多面的・多

角的に考察したり、社会に見

られる課題の解決に向けて選

択・判断したり、思考・判断

したことを説明したり、それ

らを基に議論したりしてい

る。 

社会的事象について、国家及

び社会の担い手として、より

よい社会の実現を視野に課題

を主体的に解決しようとして

いる。 

〇授業の構想

と学習評価 

＜評価方法＞ 
・小テスト 
用語とその意味を把握し、正

しく理解している。 
・定期考査 
用語とその意味を把握し、正

しく理解している。 
・提出物 
調べた内容をまとめることが

できる。 

＜評価方法＞ 
・ワークシート 
社会的事象について、他者と

話しながら考えを深め、表現

できる。 
・定期考査 
知識を基に比較したり、要因

を説明したりすることができ

る。 
・提出物 
与えられた課題に対して、適

切に表現ができる。 

＜評価方法＞ 
・ワークシート 
毎授業の内容を振り返り、学

習状況を把握できる。 
・自己評価カード 
定期考査の結果を基に、学習

方法について調整できる。 
・提出物 
学習状況に応じた工夫ができ

る。 
・授業への取り組み 
課題解決に向けて積極的に取

り組める。 
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（２） 年間指導計画 

 

 
 
 
① １学年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

月 単元名 指導内容 評価材料 

 地理 歴史 地理 歴史  

４ ・世界と日本の

地域構成（13） 

 

 

 

 

・歴史のとらえ

方と調べ方（2） 

・古代国家の成

立 と 東 ア ジ ア

（23） 

 

・世界の姿 

・人々の生活と環境 

  

 

 

 

 

 

 

・歴史の流れと時代区分 

・人類の登場から文明の発生へ 

・東アジアの中の倭 

・中国にならった国家づくり 

・展開する天皇・貴族の政治 

 
【知識・技能】 
・定期テスト 
・授業内の小テスト 
・提出物 
 
【思考・判断・表現】 
・定期テスト 
・ワークシート 
・提出物 
 
【主体的に学習に取
り組む態度】 
・授業への取組 
・課題への取組 
・ワークシート 
 

５ 

６ 

７ 

９ ・世界のさまざ

まな地域（９） 

・世界の諸地域 

（３３） 

 

 

 

 

 

 

・世界の諸地域 

アジア州 

 ヨーロッパ州 

 アフリカ州 

 北アメリカ州 

 南アメリカ州 

 

 

 

 

 

10 

11 

12 

１  

 
・武家政権の成長

と東アジア（18） 

・武家政権の展開

と世界の動き（7） 

 ・武士の世の始まり 

・武家政権の内と外 

・人々の結び付きが強まる社会 

 （人権） 

・大航海によって結び付く世界 

・戦乱から全国統一へ 

2 

3 

社会科の目標  
 社会的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い視野に立ち，グローバル
化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要な公民としての資質・能力の基礎を
育成する。 

社会科 第１学年の目標 
＜地理＞ 

・世界の諸地域に関して，地域の諸事象や地域的特色を理解するとともに，調査や諸資料から地理に関する様々な情報を効果的に

調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

・地理に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，位置や分布，場所，人間と自然との相互的関係，空間的相互依存作用，

地域などに着目して，多面的・多角的に考察したり，地理的な課題の解決に向けて公正に選択・判断したりする力，思考・判断

したことを説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。 

・世界の地域に関わる諸事象ついて，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究，解決しようとする態度を

養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して世界の諸地域の多様な生活文化を尊重しようとすることの大切さにつ

いての自覚などを深める。 

＜歴史＞ 

・我が国の歴史の大きな流れを，世界の歴史を背景に，各時代の特色を踏まえて理解するとともに，諸資料から歴史に関する様々

な情報を効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

・歴史に関わる事象の意味や意義，伝統と文化の特色などを，時期や年代，推移，比較，相互の関連や現在とのつながりなどに着

目して多面的・多角的に考察したり，歴史に見られる課題を把握し複数の立場や意見を踏まえて公正に選択・判断したりする力，

思考・判断したことを説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。 

・歴史に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追求、解決しようとする態度を養う

とともに多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される我が国の歴史に対する愛情、国民としての自覚などを深める。 
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② ２学年 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

月 単元名 指導内容 評価材料 

 地理 歴史 地理 歴史  

４ ・世界のさまざ

まな地域 

（６） 

 

・日本のさまざ

まな地域（６） 

 

・武家政権の成長

と東アジア（12） 

・武家政権の展開

と世界の動き（7） 

 

・世界の諸地域 

 北アメリカ、南アメリカ 

 オセアニア 

 

・身近な地域の調査 

・日本の地域的特色 

 

・武士の世の始まり 

・武家政権の内と外 

・人々の結び付きが強まる

社会 

・大航海によって結び付く

世界 

 

 
【知識・技能】 
・定期テスト 
・授業内の小テスト 
・提出物 
 
【思考・判断・表現】 
・定期テスト 
・ワークシート 
・提出物 
 
【主体的に学習に取り
組む態度】 
・授業への取組 
・課題への取組 
・ワークシート 
 

５ 

６ 

７ 

９ ・日本のさまざ

まな地域（24） 

 

・武家政権の展

開と世界の動き

（10） 

・近代国家の歩

み と 国 際 社 会

（11） 

・日本の地域的特色 

・日本の諸地域 

 九州地方 

中国・四国地方    

近畿地方 

中部地方 

 

・戦乱から全国統一へ 

・武士による全国支配の完成 

・天下泰平の世の中（人権） 

・社会の変化と幕府の対策 

・欧米諸国における「近代化」 

・開国と幕府の終わり 

・明治政府による「近代化」

の始まり 

 

10 

 

11 

12 

１ ・日本のさまざ

まな地域（15） 

 

・近代国家の歩

み と 国 際 社 会

（14） 

・日本の諸地域 

関東地方 

東北地方 

北海道地方 

・欧米諸国における「近代化」 

 （人権） 

・開国と幕府の終わり 

（人権） 

・明治政府による「近代化」

の始まり（人権） 

 

2 

3 

４ 

５ 

６ 

 ・近代国家の歩

みと国際社会 

 ・近代国家への歩み（人権） 

・帝国主義と日本 

・アジアの強国の光と影 

 （人権） 

社会科 第２学年の目標 
＜地理＞ 

・我が国の国土に関して，地域の諸事象や地域的特色を理解するとともに，調査や諸資料から地理に関する様々な情報を効果的に

調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

・地理に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，位置や分布，場所，人間と自然との相互的関係，空間的相互依存作用，

地域などに着目して，多面的・多角的に考察したり，地理的な課題の解決に向けて公正に選択・判断したりする力，思考・判断

したことを説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。 

・日本の地域に関わる諸事象ついて，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究，解決しようとする態度を

養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される我が国の国土に対する愛情などを深める。 

＜歴史＞ 

・我が国の歴史の大きな流れを，世界の歴史を背景に，各時代の特色を踏まえて理解するとともに，諸資料から歴史に関する様々

な情報を効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

・歴史に関わる事象の意味や意義，伝統と文化の特色などを，時期や年代，推移，比較，相互の関連や現在とのつながりなどに着

目して多面的・多角的に考察したり，歴史に見られる課題を把握し複数の立場や意見を踏まえて公正に選択・判断したりする力，

思考・判断したことを説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。 

・歴史に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追求、解決しようとする態度を養う

とともに多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される我が国の歴史に対する愛情、国民としての自覚などを深める。 
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③ ３学年 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

月 単元名 指導内容 評価材料 

４ 【地理】身近な地域調査（１） 
【歴史】 
・近代国家の歩みと国際社会
（20） 
 
 
 
・二度の世界大戦と日本（18） 
 
 
 
・現在に続く日本と世界(14) 

・地形図(1) 
 
・開国と幕府の終わり(4)（人権） 
・明治政府による近代化の始まり(4)（人権） 
・近代国家への歩み(4)（人権） 
・帝国主義と日本(4) 
・アジア諸国の光と影(4)（人権） 
・第一次世界大戦と民族独立の動き(5)（人権） 
・高まるデモクラシーの意識(4)（人権） 
・戦争の向かう世論(4) 
・第二次世界大戦の惨禍(5) 
・敗戦から立ち直る日本(4) 
・世界の多極化と日本の成長(6)（人権） 
・これからの日本と世界(4)（人権） 

【知識・技能】 
・定期テスト 
・授業内の小テスト 
 
 
 
【思考・判断・表現】 
・定期テスト 
・ワークシート 
（「自分の考え」の記入内
容） 
 
【主体的に学習に取り組
む態度】 
・授業への取組 
・課題への取組 
・ワークシート（記入内
容） 
・振り返り 

５ 

６ 

７ 

９ 【公民】 

・現代社会と文化(１) 

・現代社会を捉える枠組み(２) 

〈政治〉 

・日本国憲法（17） 

 

 

・民主政治（16） 

 

 

〈経済〉 

・市場経済(19) 

 

 

 

・財政(9) 

〈国際〉 

・国際社会(11) 

 

・現代社会の特徴(1) 

・私たちの生活と文化(2) 

 

・民主主義と日本国憲法(6)（人権） 

・基本的人権の尊重(8)（人権） 

・法の支配を支えるしくみ(3) 

 

・民主政治と私たち(5)（人権） 

・国の政治のしくみ(7) 

・地方自治と私たち(4) 

 

・私たちの生活と経済(3) 

・消費者と経済(3) 

・企業と経済(8)（人権） 

・これからの日本経済(5)（人権） 

 

 

・紛争のない世界へ(7) 

10 

 

11 

12 

１  ・貧困解消と環境保全(4)（人権） 

2 

3 

社会科 第３学年の目標 
＜歴史＞ 
・我が国の歴史の大きな流れを，世界の歴史を背景に，各時代の特色を踏まえて理解するとともに，諸資料から歴史に関する様々
な情報を効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。 
・歴史に関わる事象の意味や意義，伝統と文化の特色などを，時期や年代，推移，比較，相互の関連や現在とのつながりなどに着
目して多面的・多角的に考察したり，歴史に見られる課題を把握し複数の立場や意見を踏まえて公正に選択・判断したりする力，
思考・判断したことを説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。 
・歴史に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追求、解決しようとする態度を養う
とともに多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される我が国の歴史に対する愛情、国民としての自覚などを深める。 
＜公民＞ 
・個人の尊厳と人権の尊重の意義，特に自由・権利と責任・義務との関係を広い視野から正しく認識し，民主主義，民主政治の意

義，国民の生活の向上と経済活動との関わり，現代の社会生活及び国際関係などについて，個人と社会との関わりを中心に理解
を深めるとともに，諸資料から現代の社会的事象に関する情報を効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

・社会的事象の意味や意義，特色や相互の関連を現代の社会生活と関連付けて多面的・多角的に考察したり，現代社会に見られる
課題について公正に判断したりする力，思考・判断したことを説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。 

・現代の社会的事象について，現代社会に見られる課題の解決を視野に主体的に社会に関わろうとする態度を養うとともに，多面
的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される，国民主権を担う公民として，自国を愛し，その平和と繁栄を図ることや，各
国が相互に主権を尊重し，各国民が協力し合うことを大切さについての自覚などを深める。 


